
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

①《特集》罪を犯した人の立ち直りを支える市民活動
⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

 「ガクチカ」って？
⑫《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

11年前☆大阪に社会起業家たちの
コミュニティーが生まれた日
施 治安 （ＮＰＯ法人ＢＩＧＳＯＣＩＡＬ 代表理事／株式会社遊企画 
取締役会長）

⑬《東日本大震災 京都発〜現地から伝える「被災地の今」》  

災害ボランティアのこれから
生まれかわる活動とおしまいにする活動
杉浦 健（一般社団法人協働プラットフォーム ボランティアコーディネーター）

⑭《V時評》
1.日本が見放される前に
2.強制の伴う「ボランティア募集」はありえない

⑯《NPOのためのほっこり法律相談》

日本版ＤＢＳとスタッフ応募者の権利
樽本 哲  （弁護士、一般社団法人全国レガシーギフト協会 共同代表）
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⑱《現場は語る〜コーディネートの現場から》

災害時に生きる多様な主体による
ネットワークのあり方とは
―ボランティアコーディネーションの視点から
青山 織衣 （社会福祉法人大阪ボランティア協会 ボランティアコーディネーター）

㉑《ピックアップニュース》 

㉒《ウォロ's トピック》 

企業とNPOのパートナーシップ 30年の歩み
と今後の展望―フィランソロピー･CSRリンクアップフォー
ラム30周年記念企画レポート

㉔《この人に》 

藤原 辰史さん （農業史、食の思想史の研究者）

㉖《アゴラ／シネマ／ライブラリー》
まちライブラリー北勝堂／『キャロル・オブ・ザ・ベル
家族の絆を奏でる詩』／書籍紹介

㉘《晴れ時々ボランティア》 

梅田 海咲さん（甲斐縁隊）

https://osakavol.org/publishing/volo

●今年度は前年度に引き続き、中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりを
たやさない社会づくり～あなたは一人じゃない～」に重点を置き、つながることをあきらめ
ず、新型感染症防止策を講じながら工夫して行っている活動や、悩み葛藤しながら活動し
ている仲間たちの交流を図るなど、withコロナ、ポストコロナに向けた社会づくりへの支
援など先進的な事業を『重点助成テーマ』として福祉活動の支援を行ってまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人
たちを助ける活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個
人の寄付金は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。
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　2016 年 12 月施行の「再犯防止推進法」により、
地方自治体でも 2019 年から「地方再犯防止推進計画」
の策定が進むなど、「再犯防止」が社会的な課題として
認知されるようになった。刑務所や少年院を出た人たち
の更生を支えるさまざまな仕組みも整えられつつある。
　だが、単なる「社会防衛」的な意味としての「再犯防
止」でよいのだろうか。無防備のまま社会に出される受
刑経験者が、社会で安定して生活できるよう適切な住ま
いを確保し「寄り添う」こと、孤立を防ぎ立ち直りを支
えることで、受刑経験者の人権を守ることが、まず必要
ではないだろうか。
　本特集では、刑事司法や自治体、福祉機関等と連携し
た市民の取り組みを紹介し、市民活動として何ができる
のかを考えたい。

特集

罪を犯した人の
立ち直りを支える
市民活動 【特集チーム】

筒井 のり子、阿部 太極、神野 武美、
華房 ひろ子、永井 美佳、早瀬 昇、
増田 宏幸、百瀬 真友美
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ど
う
し
て
受
刑
経
験
者
に　
　

支
援
が
必
要
な
の
か
？

　

日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

２
０
０
２
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続

け
て
い
た
。
22
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
行
動
制
限
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
の
影
響
を
受
け
て
か
、

街
頭
犯
罪
の
件
数
が
増
加
し
て
い
る

が
、
依
然
と
し
て
良
好
な
治
安
状
況

が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
再
犯

者
率
は
１
９
９
７
年
か
ら
一
貫
し
て

上
昇
傾
向
に
あ
り
、
２
０
２
０
年
に

は
49
・
１
％
に
達
し
て
い
る
。
あ
え

て
単
純
化
し
て
考
え
る
と
、
数
少
な

い
犯
罪
行
為
の
担
い
手
が
犯
罪
行
為

を
く
り
返
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
事
態
を

重
く
捉
え
た
政
府
は
、
03
年
に
は
犯

罪
対
策
閣
僚
会
議
、
12
年
に
は
再
犯

防
止
に
向
け
た
総
合
対
策
、
14
年
に

は
宣
言
「
犯
罪
に
戻
ら
な
い
・
戻
さ

な
い
」、
16
年
に
は
薬
物
依
存
症
者・

高
齢
犯
罪
者
等
の
再
犯
防
止
緊
急
対

策
お
よ
び
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に

関
す
る
法
律
、
17
年
に
は
再
犯
防
止

推
進
計
画
初
策
定
、
19
年
に
は
地
方

再
犯
防
止
推
進
計
画
初
策
定
と
、
再

犯
を
い
か
に
減
ら
す
か
に
焦
点
を
当

て
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
整
え
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、「
再
犯
防
止
」
が

社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
他
方
、
刑
法
犯
検
挙
人
員
に
占
め

る
高
齢
者
の
比
率
は
、
１
９
９
８

年
の
４・
２
％
か
ら
２
０
１
７
年
の

21
・
５
％
へ
と
上
昇
し
、
同
時
期
の

高
齢
化
率
の
上
昇
が
16
・
２
％
か
ら

27
・
７
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
も
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
刑
務

所
等
に
入
所
す
る
受
刑
者
の
高
齢
化

も
進
み
、
高
齢
出
所
受
刑
者
の
２
年

以
内
再
入
率
は
非
高
齢
者
と
比
べ
て

高
く
、
い
わ
ゆ
る
「
高
齢
犯
罪
者
」

に
対
す
る
対
策
が
喫
緊
の
課
題
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
新

受
刑
者
の
Ｉ
Ｑ
相
当
値
の
推
移
は
、

療
育
手
帳
取
得
の
目
安
と
な
る
70
～

79
以
下
の
者
が
例
年
４
割
前
後
で
推

移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
知
的
な
課
題
を
抱
え
た
い
わ

ゆ
る
「
触
法
障
害
者
」
が
刑
務
所
等

に
集
ま
り
や
す
い
傾
向
が
み
て
と
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
齢
や
障
害
と

い
っ
た
本
来
的
に
は
福
祉
が
対
応
す

べ
き
属
性
に
わ
け
ら
れ
る
傷
つ
き
や

す
い
特
性
を
有
し
た
人
び
と
が
犯
罪

と
い
う
行
為
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
日
本

の
現
状
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
罪
に
問
わ
れ
た
高
齢

者
や
障
害
者
の
多
く
は
、
幼
児
期
に

被
虐
体
験
が
あ
る
な
ど
、
他
者
か
ら

大
切
に
さ
れ
て
き
た
経
験
に
乏
し

く
、
著
し
く
自
己
肯
定
感
が
低
い
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
他
者
に
大
切
に

扱
わ
れ
て
き
た
経
験
が
な
い
人
間
に

と
っ
て
、
他
者
や
、
自
分
自
身
を
大

切
に
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
加
え
て
、
自
ら
の

困
り
ご
と
を
他
者
に
相
談
し
た
と
し

て
も
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
、
成
功
経
験

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
助
け
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
身
が
有
す

る
数
少
な
い
選
択
肢
が
犯
罪
行
為
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
多
い
。
そ
う

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
種
、
必
然

的
に
貧
困
と
社
会
的
排
除
の
ス
パ
イ

ラ
ル
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る

（
図
１
）。
そ
し
て
、
他
者
に
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
有

す
る
選
択
肢
が
犯
罪
行
為
に
限
定
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
助

け
を
求
め
ら
れ
る
「
対
話
可
能
な
他

者
」
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。

ど
の
よ
う
に
受
刑
経
験
者
は　

支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
？

　
再
犯
防
止
が
社
会
問
題
化
さ
れ
る

な
か
で
、
受
刑
経
験
者
を
支
え
る
仕

組
み
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
現
在

で
は
、刑
務
所
や
少
年
院
、拘
置
所
、

検
察
庁
、
保
護
観
察
所
、
更
生
保
護

施
設
等
の
法
務
省
管
轄
の
刑
事
司
法

機
関
が
積
極
的
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
起
用
し
始
め
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
厚
生
労
働
省
管
轄
の
社
会

福
祉
機
関
と
し
て
地
域
生
活
定
着
支

受
刑
経
験
者
を
支
え
る
市
民
活
動

立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
准
教
授　

掛か
け

川が
わ 

直な
お

之ゆ
き

2018 年 3 月大阪市立大学大学院創造都市研究科博士課程修了、博士（創造都市）。大
阪市立大学都市研究プラザ特別研究員、日本学術振興会特別研究員、立命館大学衣笠総
合研究機構専門研究員、東京都立大学人文社会学部助教等を経て、現職。博士号を取
得後、刑事司法ソーシャルワークの専門機関である大阪府地域生活定着支援センターの
ソーシャルワーカーとして勤務経験も有する。
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罪を犯した人の立ち直りを支える市民活動特集

援
セ
ン
タ
ー
が
全
都
道
府
県
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
①
帰
住
先
の
な
い
高
齢

ま
た
は
障
害
を
有
す
る
受
刑
者
を
対

象
に
受
刑
中
か
ら
出
所
後
の
生
活
環

境
の
調
整
を
受
刑
者
と
と
も
に
始
め

る
い
わ
ゆ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業

務
、
②
刑
務
所
等
か
ら
出
所
後
の
受

刑
経
験
者
と
そ
の
支
え
と
な
る
地
域

の
社
会
資
源
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務
、
③
地
域
の

社
会
資
源
か
ら
犯
罪
行
為
に
か
か
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
、
起
訴
猶
予

処
分
や
執
行
猶
予
処
分
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
被
疑
者
・
被
告
人
の
生
活

環
境
調
整
を
被
疑
者
・
被
告
人
と
弁

護
士
と
と
も
に
お
こ
な
う
相
談
支
援

業
務
、
④
主
に
検
察
庁
に
お
い
て
起

訴
猶
予
処
分
と
な
っ
た
被
疑
者
の
生

活
環
境
の
調
整
を
被
疑
者
と
と
も
に

始
め
る
被
疑
者
等
支
援
業
務
、
⑤
地

域
に
お
け
る
社
会
資
源
の
開
発
や
市

民
へ
の
啓
発
活
動
等
―
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。

　

刑
事
司
法
機
関
に
属
す
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
そ
の
機
関
の
性

質
上
「
再
犯
防
止
」
を
目
的
と
し
て

活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
社

会
福
祉
機
関
で
あ
る
地
域
生
活
定
着

支
援
セ
ン
タ
ー
は
あ
く
ま
で
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
の
生
活
支
援
を
第
一
義
に
捉

え
ら
れ
る
点
に
そ
の
存
在
意
義
が
あ

る
。
も
っ
と
も
、こ
の
「
再
犯
防
止
」

に
は
、
ふ
た
つ
の
意
味
が
あ
る
。
ひ

と
つ
は
、
社
会
防
衛
的
な
観
点
か
ら

の
再
犯
防
止
と
い
う
伝
統
的
な
意
味

合
い
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
受

刑
経
験
者
を
主
体
と
し
本
人
の
不
利

益
を
避
け
る
い
さ
さ
か
お
節
介
な
再

犯
防
止
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
日
本
の
刑
務
所
で
科

さ
れ
て
い
る
懲
役
刑
は
、「
自
分
で

考
え
、
自
分
で
決
め
る
」
こ
と
を
徹

底
的
に
否
定
す
る
空
間
と
し
て
存
在

し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
受
刑
者
が
刑

務
所
の
外
の
社
会
に
お
い
て
生
活
を

す
る
能
力
を
奪
う
と
と
も
に
、
内
外

か
ら
「
犯
罪
者
」
と
い
う
役
割
を
精

鋭
化
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
て
き
た

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
刑
務
所
は
真

の
「
犯
罪
者
」
を
つ
く
り
だ
す
機
関

で
あ
る
と
も
い
え
る
。
と
す
れ
ば
、

受
刑
経
験
者
本
人
の
視
点
に
立
っ
て

考
え
て
み
て
も
、
再
び
刑
務
所
に
入

る
こ
と
は
本
人
に
と
っ
て
も
不
利
益

（
注
）
通
常
、
脆
弱
性
、
被
傷
性
な
ど
と
訳
さ
れ
、
歳
を
重
ね
る
、
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る
と
、
傷
つ
き
や
す
く
、
傷
つ
い
た
と
き
の
回
復
が
難
し
く
な
る
こ
と
。
高
齢
や
障
害
と
い
っ
た
特
性
を
有
す
る
人
が
ひ
と
た
び
、

貧
困
や
社
会
的
排
除
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
と
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
よ
り
困
難
に
な
る
。

出典：掛川（2020, 2023）から編集部作図

生活
困窮

犯罪

逮捕
・
起訴

裁判

出所

収監

出口支援

入口支援

①安定した収入源

②住まい

③支えてくれる家族等の身近な者

④生活保護等の社会保障給付にも
福祉的サービスにも未接続

などを次第に失っていく

＋

①～④の要素が多次元的に重なり
合って犯罪という行為に

社会的孤立

【図1】ヴァルネラビリティ（注）が招く貧困と社会的排除のスパイラル
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー

（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで

　
「
ガ
ク
チ
カ
」
と
は
、「
学
生
時
代
に
力
を

入
れ
た
こ
と
」
の
略
語
だ
。
学
生
の
人
柄
や

自
発
性
、
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
、
思
考
力

な
ど
知
る
た
め
に
、
採
用
担
当
者
が
行
う
定

番
の
質
問
で
あ
る
。

　

自
身
の
強
み
や
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
自

己
Ｐ
Ｒ
と
少
し
意
味
合
い
が
異
な
り
、
学
生

時
代
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
熱
心
に
取
り
組

ん
だ
の
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
華
や
か

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
な
く
、
困
難
な
状
況
を

乗
り
越
え
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
学
生

自
身
が
ど
う
考
え
、
工
夫
し
、
行
動
し
た
か

の
「
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
。

　

ガ
ク
チ
カ
に
悩
む
学
生
は
以
前
か
ら
存
在

す
る
が
、
入
学
当
初
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面

し
、学
生
生
活
が
制
限
さ
れ
た
世
代
か
ら
は
、

特
に
「
ガ
ク
チ
カ
が
無
い
」
と
い
う
悩
み
が

多
く
聞
か
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
活
路
を

求
め
相
談
に
訪
れ
る
学
生
に
は
、「
い
つ
、

何
を
き
っ
か
け
に
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

て
も
Ｏ
Ｋ
で
、
き
っ
か
け
が
ガ
ク
チ
カ
で
も

構
わ
な
い
こ
と
、
た
だ
し
１
回
だ
け
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
で
は
ガ
ク
チ
カ
に
な
ら
な
い

こ
と
、
企
業
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
有

無
」
で
は
な
く
「
プ
ロ
セ
ス
」
と
「
得
ら
れ

た
学
び
」
を
知
り
た
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を

説
明
し
、
活
動
を
紹
介
し
て
い
た
。

　

プ
ロ
セ
ス
と
学
び
を
ふ
り
か
え
る
こ
と

は
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
重
要
だ
。
ガ
ク
チ
カ
を

き
っ
か
け
に
、
そ
こ
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。

龍
谷
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ

ン
タ
ー 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

竹
田 

純
子 

「
ガ
ク
チ
カ
」
っ
て
？

 Vol.
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ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
北
勝
堂

第88回

元
大
津
市
職
員
の
福
井
英
夫
さ
ん
（
68
）
は

２
０
２
１
年
３
月
か
ら
、
大
阪
の
裁
判
所
の
裏

手
、
老
松
町
通
り
に
あ
る
自
宅
１
階
を
私
設
図
書
館
と
し

て
開
放
し
て
い
る
。
広
さ
約
80
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、
文
庫

本
、
絵
本
、
児
童
書
、
漫
画
、
文
芸
書
、
専
門
書
な
ど
な

ど
約
７
千
冊
の
蔵
書
が
あ
る
。
無
料
で
１
人
５
冊
ま
で
借

り
ら
れ
、
２
週
間
以
内
に
返
却
す
る
き
ま
り
だ
。
会
員
は

約
５
０
０
人
。「
北
勝
堂
」は
、江
戸
時
代（
１
７
１
７
年
）

か
ら
１
９
５
５
年
ま
で
西
天
満
の
こ
の
場
所
で
営
ん
で
い

た
家
業
の
線
香
商
の
屋
号
に
ち
な
ん
だ
。

　
定
年
後
、
約
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
自
宅
敷
地
に
、

１
階
に
食
堂
の
あ
る
多
世
代
共
生
住
宅
「
老
松
長
屋
」
を

建
て
る
計
画
を
立
て
た
。
目
標
は
「
ま
ち
に
暮
ら
す
人
が

出
会
い
、
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る
場
に
す
る
」
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
金
融
機
関
か
ら
「
採
算
に
合
わ
な
い
」
と

指
摘
さ
れ
て
断
念
。
そ
こ
で
、
目
標
の
手
始
め
に
「
ま
ち

の
図
書
館
」
を
つ
く
る
こ
と
に
し
た
。
電
気
代
や
本
の
購

入
費
な
ど
で
年
間
約
60
万
円
の
経
費
が
か
か
る
が
ほ
と
ん

ど
は
自
費
で
「
私
の
道
楽
で
す
」
と
笑
う
。

　
大
阪
都
心
も
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
で
一
時
期
人
口
が
減
っ

た
が
、
90
年
以
後
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
、
西
天
満
小
校

区
の
人
口
は
95
年
の
約
３
千
人
が
２
０
２
０
年
に
約

９
７
０
０
人
に
急
増
し
た
（
国
勢
調
査
）。
た
だ
、
居
住

期
間
５
年
未
満
が
30
歳
代
を
中
心
に
46
％
を
占
め
、
子
育

て
中
の
母
親
た
ち
は「
住
民
同
士
が
知
り
合
う
場
が
な
く
、

子
育
て
の
相
談
相
手
も
い
な
い
」と
孤
独
を
感
じ
て
い
る
。

北
勝
堂
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
や
映
画
上
映
会
な
ど

を
頻
繁
に
催
し
、
福
井
さ
ん
は
「
お
母
さ
ん
同
士
が
自
己

紹
介
し
交
流
す
る
場
に
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。 

編
集
委
員　

神
野 

武
美

まちライブラリー北勝堂
大阪市北区西天満3-7-7
E-mail： hokusyoudou@icloud.com

開館時間 
火～土曜10：00～18：30（12：00～14：00昼休み）

入口前のソファで読書にいそしむ
子どもたち

やさしい猫
中島京子 著
中央公論新社、2021年8月
2090円（税込）

本 書 は、2020 年 に 読
売新聞夕刊に連載され

た新聞小説を書籍化したも
の。23 年にはドラマ化され
NHK 総合テレビで放映され
た。
　シングルマザーで保育士の
ミユキは、スリランカ人で自
動車整備士の年下青年クマラ
に、震災ボランティアで訪れ
た仙台で出会う。1 年後、運
命的な再会を果たした 2 人
は次第に引かれ合い、紆

う

余
よ

曲
折の末、めでたく婚姻届を提
出するに至った。
　夫としての在留資格をもら
うために行くはずだった入国
管理局のすぐ手前で、クマラ
は警察の職務質問を受けその
まま逮捕、施設に収容されて

しまう。そしてオーバーステ
イを理由に母国への強制送還
を命じられたのだ。口頭審理
ではミユキとの偽装結婚を疑
われたうえ、仮放免も認めら
れず２人は途方に暮れてしま
う。
　勝訴率が極めて低いと言わ
れたにもかかわらず、クマラ
を助けたい一心でミユキは国
を相手どり裁判を起こすこと
を決意、死別した前夫との子
であるマヤも証言台に立つと
申し出る。判決が出るまでの
間、クマラが健康を害して収
容先で倒れても救急車で搬送
されないなど理不尽なことが
続くが、情熱的で腕利きの担
当弁護士や彼をミユキに紹介
した元入管職員など周りの支

えもあって、3 人は法廷で被
告の国と対

たい

峙
じ

し続けた。
 その結果、退去命令を取り
消されたクマラは在留特別許
可を得て、無事 3 人は正式
に家族として暮らせるように
なった。
　厳然として残る外国人への
偏見やあまりに裁量権が大き
い入管行政の問題点など考え
させられることは多々ある
が、マヤが「きみ」に語る家
族の物語として描かれている
ので比較的読みやすい。「き
み」が誰を指すかは最終盤に
明かされる。「やさしい猫」
とはマヤがクマラに出会った
頃に聞いたスリランカ民話の
タイトルである。

編集委員　阿部 太極

福井英夫さん
上／北勝堂の室内は閲覧
用の机も充実している
右／北勝堂をたまり場に
隣の児童公園で外遊びす
る子どもたちも多い

北勝堂の平面図
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第81回

第59回

イラスト：杉浦 健

沖縄県生まれ。柴田昌平監督作品
のプロデュース、配給を行う。長編記
録映画「ひめゆり」（2007）は公開
以来毎年上映を続けている。2022
年公開の「百姓の百の声」は全国で
自主上映が続いている。
お問合せ：042-497-6975

（プロダクションエイシア）

●今月の館主

大
おお

兼
がね

久
く

 由
よし

美
み

圧
巻
の
作
品
だ
。
胸
が
締
め
付
け

ら
れ
る
と
同
時
に
温
か
い
思

い
に
包
ま
れ
る
。

　
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
キ
ャ

ロ
ル
・
オ
ブ
・
ザ
・
ベ
ル
」
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
古
く
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き

た
民
謡
を
元
に
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
聖

歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
子
ど
も
は
、
こ
の
歌
が
＂
願
い
を

か
な
え
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
歌
＂
と
両

親
に
教
わ
る
。
自
分
の
小
さ
な
願
い
を

空
に
つ
ぶ
や
く
時
、
家
族
が
ま
た
会
え

る
よ
う
に
願
う
時
、
幸
せ
な
日
々
が
戻

る
よ
う
に
と
祈
る
時
、彼
女
は
歌
っ
た
。

独
特
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
歌
は
子
ど
も

の
さ
え
ず
る
よ
う
な
声
と
と
も
に
心
地

よ
く
響
く
。
し
か
し
歌
に
込
め
た
願
い

と
は
裏
腹
に
人
々
は
引
き
離
さ
れ
、
殺

さ
れ
、
自
由
は
封
じ
込
め
ら
れ
た
。

　
舞
台
は
１
９
３
９
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

（
当
時
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
）。
ユ
ダ
ヤ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
３
家

族
が
同
じ
ア
パ
ー
ト
で
暮
ら
す
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。
初
め
て
夕
食
を
共
に
す

る
テ
ー
ブ
ル
は
、
第
２
次
大
戦
下
の
複

雑
な
状
況
の
中
で
、
お
と
な
た
ち
の
緊

張
し
た
空
気
に
覆
わ
れ
る
。
そ
れ
を
和

ら
げ
た
の
は
、
仲
良
く
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
歌
う
「
キ
ャ
ロ
ル
・
オ
ブ
・
ザ
・

ベ
ル
」だ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
を
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
も
一
緒

に
楽
し
げ
に
歌
う
。
お
と
な
た
ち
も
こ

の
日
か
ら
お
互
い
を
理
解
し
、
少
し
ず

つ
文
化
を
認
め
合
っ
て
い
く
。し
か
し
、

戦
況
が
刻
々
と
変
わ
る
中
で
戦
勝
国
も

変
わ
り
、
人
々
の
置
か
れ
た
立
場
は
安

全
な
日
常
か
ら
暗
転
し
、
死
期
迫
る
側

へ
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
両
親
が

軍
に
連
行
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ユ
ダ

ヤ
人
の
娘
た
ち
を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の

母
は
自
分
の
娘
と
同
じ
よ
う
に
懸
命
に

戦
火
か
ら
守
り
抜
く
。

　
監
督
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
出
身
と

い
う
。
映
画
が
完
成
し
た
の
は
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
る
前
年
の

２
０
２
１
年
。
役
者
、
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
音
楽
。
国
や
民
族
、
宗
教
を
超

え
た
普
遍
的
な
人
間
本
来
の
愛
を
描

き
、
荘
厳
だ
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

終
わ
り
が
見
え
ず
、
ハ
マ
ス
の
テ
ロ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
へ
の
侵
攻
で
、
多

く
の
子
ど
も
や
民
間
人
が
殺
さ
れ
続
け

て
い
る
。
何
も
手
が
打
て
な
い
各
国
政

府
。
人
類
は
同
じ
過
ち
を
何
度
も
繰
り

返
す
。
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
自
問

自
答
し
な
が
ら
映
画
を
観み

た
。
軽
々
し

く
言
え
な
い
が
、
争
い
続
け
る
隣
人
と

も
い
つ
か
会
話
が
で
き
な
け
れ
ば
未
来

は
な
い
。
映
画
の
ラ
ス
ト
、
願
い
が
か

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
「
キ
ャ
ロ
ル
・

オ
ブ
・
ザ
・
ベ
ル
」
の
曲
が
包
み
込
む

シ
ー
ン
を
観
な
が
ら
、
今
の
世
界
を
思

い
、
祈
っ
た
。

今
月
の
作
品

『
キ
ャ
ロ
ル
・
オ
ブ
・
ザ
・
ベ
ル  

家
族
の
絆
を
奏
で
る
詩う

た

』

推 し」や「推し活」とい
う言葉はかなり一般化

しているが、聞いて思い浮か
ぶイメージはさまざまだろ
う。例えばアイドルの熱烈な
ファン、追っかけ、オタク
……はたまたアニメの二次元
キャラクターに〝萌える〟人？　
本書を読めば、そんな印象が
ガラリと変わること請け合い
だ。
　「推し」という心の働きは、
認知科学では「プロジェク
ション」という言葉で説明で
きるという。建築物や壁面な
どに映像を投影するプロジェ
クションマッピングという技
術があるが、認知科学で言う
プロジェクションは、自分を
取り巻く外部世界から情報を

受け取って意味づけし、それ
を再び外部世界に投射する概
念、ということらしい。つま
り、当初は外部にただ「在る」
ものが、プロジェクションに
よって「意味づけされたもの」
になる。例えば手鏡は誰に
とってもただの手鏡だが、あ
る人の中で「母の形見」とい
う意味づけがなされると、そ
れはかけがえのない存在（い
わば「推し」）になる、とい
うように。
　「推し」は、単に対象が好
きというだけではない。対象
との関係性を深める中で、自
らの心や行動を変えさせる大
きな力があると著者はいう。
これは、市民活動団体や関係
者にとっても耳寄りな話では

ないだろうか。推し、推され
ることが、社会を変える原動
力になる。それは飛躍した妄
想だろうか。
　本書ではアンパンマンやち
びまる子ちゃん、ボーイズラ
ブを愛好する「腐女子」から
ホモサピエンスまで、実にさ
まざまな例を挙げながらプロ
ジェクションを説明する。そ
して科学や芸術、宗教などな
ど、人間のあらゆる活動を導
き出しているのがプロジェク
ションなのだと納得させられ
る。であれば当然、社会を変
える力にもなるはずだ。飛び
切り面白く、新たな視点を与
えてくれる本書をぜひ薦めた
い。

編集委員　増田 宏幸

「推し」の科学 
プロジェクション・サイエンス
とは何か
久保（川合）南海子 著
集英社新書、2022年8月
946円（税込）
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